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Ⅰ 研究主題設定の理由 

 

 「高等学校学習指導要領解説 数学編 理数編」（文部科学省 平成 30 年 7 月）（以下、「解

説」と表記。）では、今後、Society5.0 の時代が到来し、情報化やグローバル化が加速度を増

し、人間の予測を超えて進展する予測困難な時代を迎えるとされ、学校教育には、子供たちが

様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していくことや、様々な情報を見

極め、知識の概念的な理解を実現し、情報を再構成するなどして新たな価値につなげていくこ

と、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにすることが求められていると

ころである。このような社会の変化に伴い、「主体的・対話的で深い学び」の重要性が高まり、

「解説」の「第３章 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い 第１節 指導計画作成

上の配慮事項」では、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」として、「数学

的な見方・考え方を働かせながら、日常の事象や社会の事象を数理的に捉え、数学の問題を見

いだし、問題を自立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成するなどの学習

の充実を図ること。」が求められている。更に、「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善について（通知）」（文部科学省 平成

31 年３月）（以下、「通知」と表記。）では、各教科等の目標及び内容を「知識及び技能」、

「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力の三つの柱で再

整理した新学習指導要領の下での指導と評価の一体化を推進する観点から、観点別学習状況の

評価の観点についても、これらの資質・能力に関わる「知識・技能」、「思考・判断・表現」、

「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理して示し、これに基づく適切な観点を設定す

ることを明確にされた。 

これを受け、本研究では、資質・能力の育成に向けて、数学的活動を通して、主体的・対話

的で深い学びの実現を図るとともに、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」で育成

を目指す資質・能力の評価の在り方に着目して、研究主題を「主体的・対話的で深い学びの実

現を目指す数学的活動の充実と資質・能力に基づく評価の工夫」とした。 

 

１ 数学科における「主体的・対話的で深い学び」について 

  解説では、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善について、「生徒自身が、

問題の解決に向けて見通しをもち、粘り強く取り組み、問題解決の過程を振り返り、よりよ

く解決したり、新たな問いを見いだしたりするなどの『主体的な学び』」、「事象を数学的

な表現を用いて論理的に説明したり、話し合ったり、自身の考えをよりよい考えに高めたり

事柄の本質を明らかにしたりするなどの『対話的な学び』」、「数学に関わる事象や社会の

研究主題 
主体的・対話的で深い学びの実現を目指す数学的活
動の充実と資質・能力に基づく評価の工夫 
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事象などについて、数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、新しい概念を形

成したり、よりよい方法を見いだしたりするなど、新たな知識・技能を身に付けてそれらを

統合し、思考、態度が変容する『深い学び』」を実現することが求められている。これらを

踏まえて本研究では、生徒に身に付けさせるべき資質・能力の育成に向け、数学的活動を通

じた主体的・対話的で深い学びを実現するための授業改善を検討することとした。 

 

２ 数学的活動の一層の充実について 

  「解説」では、数学的活動について「事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題

を自立的、協働的に解決する過程を遂行すること」とし、数学的活動として捉える「算数・

数学の問題発見・解決の過程」には、「日常の事象や社会の事象などを数理的に捉え、数学

的に表現・処理して問題を解決し、解決の過程や結果を振り返って考察したりする過程」と

「数学の事象から自ら問題を見いだし解決して、解決の過程や結果を振り返って統合的・発

展的に考察する過程」があり、これら二つの過程を意識しつつ取り組むことが大切であると

述べられている。これらを踏まえて本研究では、上記の数学的活動をより一層充実させ、「深

い学び」を実現させるための授業改善を検討することとした。 

 

３ 学習評価の充実について 

  「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について（答申）」（中央教育審議会 平成 28 年 12 月 21 日）（以下、「答申」と表記。）

では、「学習評価は、学校における教育活動に関し、生徒の学習評価を評価するものである。

『生徒にどういった力が身に付いたか』という学習の成果を的確に捉え、教師が指導の改善

を図るとともに、生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるように

するためにも、学習評価の在り方は重要であり、教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性

のある取組を進めることが求められている。」と述べられている。また、「通知」では、「『主

体的・対話的で深い学び』の視点からの授業改善を通して各教科等における資質・能力を確

実に育成する上で、学習評価は重要な役割を担っていること」とし、学習評価を真に意味の

あるものとするために、児童・生徒の学習改善や、教師の指導改善につながるものにしてい

くことが重要である。これらを踏まえて本研究では、資質・能力に基づき、主体的・対話的

で深い学びの実現を目指す学習評価の改善を検討することとした。 

 

 本部会では、研究主題である、「主体的・対話的で深い学びの実現を目指す数学的活動の充

実と資質・能力に基づく評価の工夫」を実現するために、以下のことを考えた。 

(1) ルーブリックに対応した教材・課題・発問・学習形態の工夫、問題発見・解決の過程が 

遂行できるような課題・発問を取り入れることにより、数学的活動を充実させることがで

きるのではないか。 

(2) ルーブリックを活用した学習の自己評価を振り返りシートの中に組み入れたり、生徒が

学習を見通し振り返る場面を設けることで、主体的・対話的で深い学びが実現できるので

Ⅲ 研究仮説 
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はないか。 

 これらを受け、「生徒の育成すべき資質・能力を可視化できるルーブリックを作成し、これ

を用いて評価し、生徒が学習を見通し振り返る場面を設けることで、数学的活動が充実し、主

体的・対話的で深い学びを実現することができる。」という仮説を設定した。 

 

１ 事前アンケート調査の実施 

  本研究では、各研究員の勤務校である全日制普通科、全日制工業科、全日制科学技術科の

各学校において、生徒に事前のアンケート調査を行い、生徒の数学に関する学習意識や授業

中の学習活動について、研究の有用性を検証する指標とする。 

 

２ 学習指導計画の作成 

(1) 数学的活動を充実させる授業展開の工夫 

    ルーブリックに対応した教材、課題、発問を取り入れる等の授業展開の工夫を行う。 

(2) 学習評価の工夫 

    生徒と教師が同一の評価基準で学習評価を行う事ができる「ルーブリック」を記載した

振り返りシートを活用した学習評価の工夫を行う。 

 

３ 検証授業 

  「２ 学習指導計画の作成」の内容に基づいた授業実践を、全日制工業科高等学校１校、

全日制科学技術科高等学校１校、全日制普通科高等学校１校において行う。検証授業Ⅰでは

「自らの考えを数学的に表現して説明したり、議論したりする活動」を、検証授業Ⅱでは「数

学の事象から自ら問題を見いだし解決して解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に

考察する活動」を、検証授業Ⅲでは「日常の事象や社会の事象などを数理的に捉え、数学的

に表現・処理して問題を解決し、解決の過程や結果を振り返って考察する活動」において、

仮説を検証する。    

  さらに全ての検証授業において、具体的な仮説に基づいて振り返りシートやアンケートで

データを取る。また、自由記述欄を設定し生徒の習得状況を教師も生徒もより具体的に把握

できるようにする。 

 

４ 振り返りシート・アンケートの記述内容等の分析 

  事前・事後のアンケート結果や振り返りシートの記述内容を活用し、生徒の意識や取組に

変化があったかを分析する。 

 

５ 成果と課題 

  本研究「主体的・対話的で深い学びの実現を目指す数学的活動の充実と資質・能力に基づ

く評価の工夫」の実践結果について、その成果と課題を整理する。 

Ⅳ 研究方法 
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Ⅴ 研究内容 

１ 研究構想図                        

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮  説 

生徒の育成すべき資質・能力を可視化できるルーブリックを作成し、これを用いて評価し、生徒が学習を見

通し振り返る場面を設けることで、数学的活動が充実し、主体的・対話的で深い学びを実現することができる。  

全体テーマ  「『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善」 

高校部会テーマ 

  「学校の教育活動全体を通して育成すべき『資質・能力』を育むための授業改善と学習評価の充実」  

 各教科等における「資質・能力」について 

・数学的な概念や原理・法則を体系的に理解し、数学的に表現・処理する技能。 

・数学を活用して事象論理的、統合的・発展的に考察し、簡潔・明瞭・的確に表現する力。 

・数学のよさを認識し、積極的に取り組もうとする態度。粘り強く数学的論拠に基づいて判断し、問題解決の

過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度。 

 

具体的方策   

○数学的活動を充実させる授業展開の工夫 

  ①ルーブリックに対応した教材、課題、発問を取り入れる。 

  ②自立的・協働的な学習形態（グループワーク、問題解決型など）を取り入れる。 

  ③問題発見・解決の過程が遂行できるような課題、発問を取り入れる。 

○学習評価の工夫 

  三つの柱に基づく資質・能力について、単元ごとにルーブリックを作成する。 

  単元の始めにルーブリックを生徒に提示し、活用方法を生徒に指導する。 

  ①ルーブリックを記載した振り返りシートを授業の最初に配布し、常に生徒に意識させる。 

  ②授業の最後に振り返りシートを記入させ自己評価を行わせる。 

③生徒の自己評価と教師による評価を比較させ、自己調整を促す。 

高校部会テーマにおける各教科等の【現状】と【課題】と【テーマ設定のための着眼点】 

【現状】 

① 数学の問題発見・解決の過程を遂行する経験が不十分である。 

② 問題解決のための知識・技能、思考力・判断力・表現力等が身に付いていない。 

③ 振り返る視点が明確でない。 

【課題】 

① 生徒が問題発見・解決を自立的・協働的に取り組めるような指導を取り入れる必要がある。 

② 問題解決の過程において、問題を見いだしたり、知識及び技能を活用して問題を解決することができる課

題等の設定が必要である。 

③ 学習を見通し、振り返る視点を事前に明確に示す必要がある。 

【テーマ設定のための着眼点】 

・ 資質・能力の育成に向けて、数学的活動を通して、主体的・対話的で深い学びの実現を図る。 

・ 数学的な見方・考え方を働かせた学習活動を通して、資質・能力の育成を目指す。 

・ 育成を目指す資質・能力について、ルーブリックを用いて評価する。 

 

 

検証方法 
○ 生徒が記入した振り返りシートの記述内容や授業における生徒の発言、確認問題の解答内容などを用い

て生徒の資質・能力の到達度を分析する。 

○ アンケートを用いて、学習の見通しや振り返る視点ができたかを検証する。 

主体的・対話的で深い学びの実現を目指す数学的活動の充実と資質・能力に基づく評価の工夫 

高等学校数学部会主題 
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２ 実践事例 検証授業Ⅰ 

(1) 単元名、使用教材（教科書、副教材） 

  ア 単元名  第１章 複素数と方程式 ２節 複素数と二次方程式 

  イ 使用教材 教科書：「新訂版高校数学Ⅱ」（実教出版） 

         副教材：「新訂版高校数学Ⅱ専用スタディーノート」（実教出版） 

(2) 学校の目標 

  ア 知識及び技能 生徒一人一人の個性を伸ばし、社会生活に必要な基礎・基本的な能力

と実践的技術者としての能力を育てる。 

  イ 思考力、判断力、表現力等 自ら学び、考え、行動できる力を育てるとともに、新し

い社会に対応できる創造力豊かな能力を育てる。 

  ウ 学びに向かう力、人間性等 互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある豊かな

人間性を育て、勤労と責任を重んじる態度を育てる。 

(3) 教科・科目の目標 

  ア 知識及び技能 基礎的・基本的な知識・技能を身に付けさせる。 

  イ 思考力、判断力、表現力等 数学を活用し事象を論理的に考察する力、数学的な表現

を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を育成する。 

  ウ 学びに向かう力、人間性等 数学の良さを知り、数学を主体的に生活に生かそうとし

たり、問題解決の過程を評価・改善しようとしたりする態度を育成する。 

(4) 単元の目標 

  ア 知識及び技能 複素数の定義や性質を理解し、四則演算ができる。 

  イ 思考力、判断力、表現力等 二次方程式の解が虚数になる場合もあることに興味を示

し、二次方程式の解を考察する。 

  ウ 学びに向かう力、人間性等 二次方程式に関わる様々な問題を、解と係数の関係を用

いて考察することができる。 

(5) 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

・複素数の四則演算ができる。 
・数を複素数の範囲まで拡張して二次方

程式を解くことができる。 
・二次方程式の解と係数の関係を用い

て、式の値を求めることができる。 

・複素数まで数を拡張することで、二次
方程式の解を複素数の範囲で考察し
ている。 

・解と係数の関係を用いて、未定係数を
もつ二次方程式について考察してい
る。 

・数の範囲を複素数まで拡張することに
より、二次方程式が常に解をもつこと
に興味や関心をもっている。 

・解と係数の関係を用いて、粘り強く取
り組もうとする。 

(6) 単元の指導と評価の計画（５時間扱い） 

時 
間 

学習活動 
評価の観点 

評価規準（評価方法など） 
ア イ ウ 

第
１
時 

・数の歴史に触れながら、数を複素数の範囲まで
拡張する。 

・虚数単位ｉの意味を理解し、それを使って負の
数の平方根を求める。 

●  ● 

・虚数単位ｉの意味を理解し、それを使って負の
数の平方根を求めることができる。（プリント
の記述） 

 
第
２
時 

・分母の有理化の復習を行う。 
・複素数の四則演算を行う。 ●   

・既習事項を基に複素数の四則演算ができる。
（発言、プリントの記述） 

教科名 数学 科目名 数学Ⅱ 学年 第３学年 
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第
３
時 

・解の公式を使って二次方程式を解くことを通し
て、解を複素数の範囲まで考察する。 

・不等式の復習を行う。 
・二次方程式の判別式の意味を理解し、判別式を

用いて二次方程式の解の判別を行う。 

 ●  

・解の公式を使って、複素数の範囲で二次方程式
を解くことができる。（発言） 

・二次方程式の判別式の意味を理解し、判別式を
用いて、二次方程式の解が判別できる。（プリ
ントの記述） 

第
４
時 

・与えられた二つの数を解とし、x2 の係数が１で
ある二次方程式を求める。 

・二次方程式の二つの解の和と積を求め、二次方
程式の解と係数の関係を理解する。 

・二次方程式の解と係数の関係を用いて、二つの
解の和と積を求める。 

●   

・与えられた二つの数を解とし、x2 の係数が１で
ある二次方程式を求めることができる。（プリ
ントの記述） 

・二次方程式の解と係数の関係を用いて、二つの
解の和と積を求めることができる。（プリント
の記述） 

 

・解と係数の関係を用いて、二つの解 α、β を含
む式の値を求める。 

 ●   

・解と係数の関係を用いて、二つの解 α、β を含
む式の値を求めることができる。（プリントの
記述） 

(7) 本時（全５時間中の５時間目） 

ア 本時の目標 

（ア）解と係数の関係を利用して、和と積を求めることができる。 

（イ）対称式を解と係数の関係を用いて値を求めることができる。 

イ 仮説に基づく本時のねらい 

（ア）【数学的活動を充実させる授業展開の工夫①②】 

授業開始時にルーブリックを提示し見通しをもたせ、ルーブリックに対応した課題

や発問をすることで、生徒が数学的に表現したり、議論する活動が充実する。 

（イ）【学習評価の工夫①②】 

ルーブリックに対応した教材を取り入れることで学習評価が充実する。 

ウ 本時の展開 

時 
間 

学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法 

導
入
５
分 

 
 
 
<既習事項の確認> 
・二次方程式 x2-4x+3=0 の二つの解を α、βとする
とき、α＋β、αβの値を求めなさい。 

 
 
 
T:前回の授業では、α＋β、αβの値求めら
れた人は、ルーブリックのＢにマルがつ
いたことを確認しよう。 

 

展
開
①
10
分 

 
 
・二次方程式 x2+5x+7=0の二つの解をα、βとする
とき、(α+1)(β+1)の値を求めなさい。 

・個人で問題演習に取り組む。 
S1：解の公式を利用して求めた値を代入する。 
S2：解と係数の関係を利用する。 
・答え合わせ 

 
 
・本時のプリントを配布する 
・α、βの値を求めてから代入する方法を
示す。 

T:α、βの値を求めてから代入する方法だ
とかなり時間がかかってしまうね。他の
方法で求められないかな。 

 
 
 
 

展
開
②
25
分 

・座席をグループの形にする。 
 
 
 
 
・演習プリントに取り組む。 
二次方程式 x2-3x+4=0の二つの解をα、βとすると
き、次の式の値を求めなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・プリントの解答を確認する。 

・演習プリントを配布する。 
 
 
 
 
・机間指導を行いながら、適宜助言を行う。 
・グループ内や、他グループとの情報共有
を促す。 

T:ルーブリックの評価レベルはプリント
に書いてあります。(1)(2)がＢレベル、
(3)(4)(5)がＡレベル、(6)(7)(8)がＳレ
ベルの問題です。 

 
 
 
 
・ICTを活用して解説を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学習評価の工夫①】 

ルーブリックを記載した振り返りシートを配布し、生徒に意識付けを行う。 

【授業展開の工夫①】ルーブリックに対応した課題を取り入れる。 

【授業展開の工夫②】 

自立的・協働的な問題発見・解決を促す指導形態（グループワーク）を取り入れる。 

【授業展開の工夫①】ルーブリックに対応した教材、発問を取り入れる。 

 (1)         (2)     

(3)             (4)             

(5)           (6)        

(7)           (8) 
 

 
 

 

 
 

 

第
５
時(

本
時) 
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ま
と
め
10
分 

・確認問題を解く。 
二次方程式 x2-3x+7=0 の二つの解を α、β とする
とき、次の式の値を求めなさい。 

 
 
 
・振り返りシートに記入する。 
 
 
 

・プリントの裏面に、確認問題の答えを書
くように指示する。 

 
 
T:振り返りシートに、(1)が解けたらＢレ
ベル、(2)が解けたらＡレベル、(3)が解
けたらＳレベルを記入させる。 

 
 
・振り返りシートを回収する。 

ア二次方程式の解と係
数の関係を用いて、
式の値を求めること
ができる。（プリント
の記述） 

(8) 本時の振り返り 

ア 具体的方策 【数学的活動を充実させる授業展開の工夫①②】 

【学習評価の工夫①②】 

導入時に振り返りシートを配布して、ルーブリックにある「知識・技能」「思考力・判

断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」のうち、本時で評価する内容を示し、生

徒に意識付けを行った。本時では「知識・技能」を評価するため、演習プリントの小問ご

とにＳ、Ａ、Ｂ、Ｃと評価レベルを示し、生徒の理解度を確認しながら、問題演習を取り

組めるようにした。問題演習をグループ形式で確認し、話し合いながら問題解決ができる

ようにした。グループ内において、全ての問題が解き終わった生徒には他の生徒に解説を

するように指示し、さらに、グループ全員が解き終わったら他のグループの生徒に対して

も解説を行うよう指導した。問題演習が終了した時点で、自分がどのレベルの問題まで解

けたかを確認するため、振り返りシートにＳ、Ａ、Ｂ、Ｃの自己評価を行った。その後確

認問題を解き、再度自分のレベルを確認させた。 

イ 生徒の取組 

導入問題では、α=4 とβ=3 だと取り違え、直接代入しようとする姿も見られたが、前

時の復習をするとそれが誤りであることに気が付く様子であった。問題演習では、Ｂレベ

ルの問題を解いた後、そこから進まなくなってしまった生徒もいたが、グループ学習を通

して、全員がＳもしくはＡレベルの問題を解くことができた。 

(9) 成果と課題 

今回授業を実施したクラスでは、１学期からグループ学習を行っていたが、２学期からは

グループ学習に加えてルーブリックを活用した結果、より主体的・対話的な活動が充実した。

具体的には１学期は問題を解き終わってからすぐに自分のワークを進めることに集中して

いた生徒も、２学期以降はルーブリックのＳ評価にある「理解し、説明できる」という観点

を意識して、積極的に教える姿が見られた。本時の振り返りシートの感想欄にも「グループ

内で意見が交わせて良かった。」、「自分で解く事はできるが、説明することは難しかった。」

という感想が見られた。最後に確認問題を解いた際も、ほとんどの生徒がＳレベル問題まで

解けており、個別解決では理解が不十分であった約１割の生徒も確認問題はＡレベル問題ま

で解くことができた。このことから、多くの生徒が新しい知識を身に付けてそれらを統合し、

思考、態度が変容する深い学びが実現できたと考える。しかし、Ｓレベル問題を解けた生徒

が他の生徒に支援や解説をしていく方法で授業を進めたので、早く問題が解けた生徒には少

し物足りない課題となった。次の段階として、生徒全員が自身の考えをよりよい考えに高め

るような課題設定を検討していく必要がある。また、教員が振り返りシートを配布・回収し

たり、生徒がルーブリックを理解したりすることに時間を要するという課題も残った。 

【学習評価の工夫④】授業の最後に振り返りシートを記入させ自己評価を行わせる。 

 (1)       (2)             

(3)        
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３ 実践事例 検証授業Ⅱ 

教科名 数学 科目名 数学Ⅰ 学年 第１学年 

(1) 単元名、使用教材（教科書、副教材） 

  ア 単元名  第４章 図形と計量 第１節 三角比 

  イ 使用教材 教科書：「改訂版 高等学校 数学Ⅰ」（数研出版） 

         副教材：「改訂版 ４プロセス 数学Ⅰ＋Ａ」（数研出版） 

(2) 学校の目標 

  ア 知識及び技能 進路実現に必要な学力を確実に育てる。 

  イ 思考力、判断力、表現力等 科学技術への好奇心と探究心、柔軟な発想力や論理的な

課題解決能力などを確実に育てる。 

  ウ 学びに向かう力、人間性等 社会人としての責任感と豊かな人間性、未来をひらく志

を育てる。 

(3) 教科・科目の目標 

  ア 知識及び技能 相互に関連付けて基礎的な知識・技能を育む。 

  イ 思考力、判断力、表現力等  

    ○ 根拠を明らかにして課題を解決する論理的な課題解決力を育む。 

    ○ 既存の考え方と異なる柔軟な発想力を育む。 

  ウ 学びに向かう力、人間性等 

    〇 互いの意見を尊重しながら問題解決をしようとする人間性を育む。 

    ○ 数学を用いて未知の事象を解明しようとする志を育む。 

(4) 単元の目標 

  ア 知識及び技能 三角比の定義や意味を理解するとともに、三角比の相互関係を用いて

三角比の値を求めることができる。 

  イ 思考力、判断力、表現力等 三角比とそれらの関係について、図と関連付けて考察す

ることができる。 

  ウ 学びに向かう力、人間性等 三角比を事象に活用したり、鈍角へ拡張した場合に相互

関係が成り立つか考察したりしようとする。 

(5) 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

・三角比の定義や割合としての意味を理
解している。 

・角度から三角比の値またはその逆を求
めることができる。 

・三角比の相互関係を用いて他の値を求
めることができる。 

・図を基に構成要素間の関係を三角比で
表現することができる。 

・三角比を現実の事象に活用しようとし
ている。 

・鈍角へ拡張した場合に相互関係が成り
立つか考察しようとする。 

(6) 単元の指導と評価の計画（６時間扱い） 

時 
間 

学習活動 
評価の観点 

評価規準（評価方法など） 
ア イ ウ 

第
１
時 

・急な斜面の数値化を考察する中で三角比の定義
や割合としての意味を理解する。 

・三角比を現実の事象に応用する。 
●  ● 

・三角比の定義や割合としての意味を理解してい
る。（振り返りシートの記述） 

・三角比を現実の事象に活用しようとしている。
（発言） 
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第
２
時(

本
時) 

・一つの三角比の値から他の三角比の値を求める
解決を振り返り、三角比の意味を基にして三角
比の相互関係を導く。 ● ●  

・三角比の相互関係を用いて他の値を求めること
ができる。（プリントの記述） 

・図を基に構成要素間の関係を三角比で表現する
ことができる。（プリントの記述） 

第
３
時 

・三角比を鋭角から鈍角に拡張して鈍角に対する
三角比の値を求める。 ●   

・角度から三角比の値を求めることができる。（ノ
ートの記述） 

第
４
時 

・鋭角、鈍角に加えて直角、平角に関する三角比
の値を求める。 

・三角比の補角に関する相互関係を導く。 
● ●  

・角度から三角比の値を求めることができる。（ノ
ートの記述） 

・図を基に構成要素間の関係を三角比で表現する
ことができる。（ノートの記述） 

第
５
時 

・種々の角度に対する三角比を求めたり、三角比
の値から角度を求めたりする。 ●   

・角度から三角比の値を、三角比の値から角度を
求めることができる。（ノートの記述） 

第
６
時 

・鈍角においても三角比の相互関係が成り立つか
考察する。 

・三角比の割合として意味を図と関連させて考察
する。 

●  ● 

・三角比の割合としての意味を理解している。（ノ
ート・振り返りシートの記述） 

・鈍角へ拡張した場合に相互関係が成り立つか考
察しようとする。（発言） 

(7) 本時（全６時間中の２時間目） 

ア 本時の目標 

（ア）三角比の相互関係を用いて他の値を求めることができる。 

（イ）図を基に構成要素間の関係を三角比で表現することができる。 

イ 仮説に基づく本時のねらい 

（ア）【数学的活動を充実させる授業展開の工夫①②③】 

授業内でルーブリックに適宜触れ、発問等を工夫することで、数学の事象から自ら

問題を見いだし解決し、解決過程を振り返って統合的に考察する活動が充実する。 

（イ）【学習評価の工夫①②③】 

ルーブリックに対応した教材を取り入れることで学習評価が充実する。 

ウ 本時の展開 

時 
間 

学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法 

導
入
10
分 

 
 
・三角比の現実事象への応用を復習する。 
・立式の根拠として、三角比の割合としての意味
について、図１、図２と併せて確認する。 

 図１         図２ 
 
 
 
 
 

 
 
・ICTで出題し５分程度で確認する。 
・立式については生徒に問い、図１、図２
を板書する。 

・図１、図２について三角比としての割合
の意味を確認した後、角度が決まれば三
角比の値が定まることを確認する。 

 

 
 
 

展
開
25
分 

 
 
 
 
 
S1： 
 
 
 
 
S2： 
 
 
 
 
 
 
・S1、S2は三平方の定理を根拠とし、S1は図１を

基にしていることを確認する。 

・個人での活動は８分とする。 
・早く解き終えた生徒に板書させる。 
 
 
 
T：この解答を基に、三角比同士に成り立

つ関係式を表してみよう。 
 
 
 
・生徒は比ではなく実際の数値で解決する

と考えることができる。 
T：三角比の定義を利用した良い解決です。

この解決から三角比同士に成り立つ関
係式は表せそうかな。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学習評価の工夫①】振り返りシートを返却し、自己評価や記述内容を確認させる。 

 

【授業展開の工夫③】振り返りシートの記述から相互関係の探究の契機となる発問を行う。 

  

 

【授業展開の工夫②】個人から集団へと学習形態を変えて複数の解決を既習事項と統合させる。 

【授業展開の工夫①】個人での活動において図と関連付けた相互関係の導出を促す発問を行う。 

      
 

 
 から右図になる。 

右図より            

    だから       

よって、     
  

 
、     

   

 
  

 

  
 

 
 
 
         より      

 

 
 

       だから     
  

 
 

これらと図２から      
   

 
  

 

 ○  は鋭角とする。 

      
 

 
 のとき     、     の値を求めよう。 

 

 ・             、     
    

    
 を

図１から相互関係として導く。 
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ま
と
め
10
分 

 
 
 
 
・振り返りシート記入後、確認問題に取り組む。 
・三角比の相互関係は図１、図２から導出するこ
とが可能なことを確認する。 

 

 
 
 
 
・「tanθ から他の値を求める相互関係はで
きないかな」と発問してから確認問題を
提示する。 

・確認問題を全体で確認した後、自己評価
と比較させ、図に表して三平方の定理を
用いていれば本時の目標が達せられて
いることを伝える。 

 
 
 
 
イ図を基に構成要素間の関

係を三角比で表現するこ
とができる。（プリントの
記述） 

ア三角比の相互関係を用い
て他の値が求めることが
できる。（プリントの記
述） 

(8) 本時の振り返り 

ア 具体的方策 【数学的活動を充実させる授業展開の工夫①②③】 

【学習評価の工夫①②③】 

前時の復習後、生徒に前時の感想を発表させ、それを踏まえて本時の課題を設定するこ

とで、クラス全体で問題意識を共有し、「問題発見・解決の過程」の実現を目指した。個

人での活動では、ルーブリックを意識して、図を関連付けた考察が促されるよう机間指導

を行い、二つの解法に気付かせ、共通する考え方を見いだせるようにした。授業の終わり

の自己評価後、確認問題の取組状況により自己評価の妥当性を検討させた。この問題は、

本時の学習内容を活用する問題で、正接の値から直角三角形の形状を表し、三平方の定理

を利用して正弦と余弦の値を求めることができるか評価するものである。 

イ 生徒の取組 

ある生徒から疑問で挙げられた「sinθと cosθの値が分かれば tanθの値も分かるので

はないか」をクラス全体で共有して、前時と本時の内容の違いを整理した。そして、個人

での活動の後、二つの解法が生徒から出され、他の生徒から「どちらも同じ考えではない

か」という発言があった。これにより、三角比の値から直角三角形の形状を表し、三平方

の定理を用いて解決することが共通であることを、クラス全体で共有することができた。 

確認問題を S1 の解法で解いた者が約２割、S2 の解法で解いた者が約４割であった。S1

の解法で解いた生徒全員が相互関係を導くことができたが、その他の生徒は相互関係の導

出には至らなかった。 

(9) 成果と課題 

生徒の疑問による問題提起で「主体的な学び」を実現し、個人での活動後にクラス全体で

考えたことを比較・検討することにより「対話的な学び」を実現し、その比較・検討の中で

三平方の定理という既習事項との統合により「深い学び」を実現することができ、「問題発

見・解決の過程」の一端は実現できたと考える。しかし、三平方の定理と直角三角形の形状

との関連や、三角比が相互に関係があること及び他の相互関係への関連付けの理解が不十分

で、正接に関する相互関係の導出まで至らなかった。学習内容を整理し、生徒が新たに問い

をもつような発問や支援をどのように行うかが課題である。 

また、ルーブリックに対応した教材を扱うことで、目標がどの程度達成されたかを把握す

ることができ、図を利用して関係式を導こうとしているか否かという形成的評価を即座に実

施できた。ルーブリックの活用により、学習評価が充実し、授業改善できたが、確認問題に

おいて三角比の相互関係を導き三角比の値を求めた生徒が適切な自己評価ができておらず、

ルーブリックの内容が生徒には理解しにくい文面であることが課題として残った。 

【学習評価の工夫②③】自己評価後に確認問題を実施し、自己評価の妥当性を振り返らせる。 

 確認問題 ○θが鋭角のとき tanθを含む相互関係を導こう。tanθ=  のとき sinθ、cosθの値を求めよう。 
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４ 実践事例 検証授業Ⅲ 

教科名 数学 科目名 数学Ａ 学年 第１学年 

(1) 単元名、使用教材（教科書、副教材） 

  ア 単元名  ３章 整数の性質 ２節 ユークリッドの互除法 

  イ 使用教材 教科書：「数学Ａ」（第一学習社） 

 副教材：「ウィング数学Ⅰ・Ａ」（第一学習社） 

(2) 学校の目標 

ア 知識及び技能 基礎的知識・技能を確実に身に付け、進路実現できる学力を育む。 

  イ 思考力、判断力、表現力等 相手の個性を認め、適切な態度で接しながら、互いの意

見を交換できる。 

  ウ 学びに向かう力、人間性等 目標を設定し、他者と協力し、挑戦できる能力を育む。 

(3) 教科・科目の目標 

  ア 知識及び技能 基礎・基本の知識を習得し、技能の習熟を図る。 

  イ 思考力、判断力、表現力等 学んだ知識・技能を活用し、数学的に表現する力を育む。 

  ウ 学びに向かう力、人間性等 自ら課題や目標を設定し、数学的に解決する態度を育む。 

(4) 単元の目標 

  ア 知識及び技能 

    ○ ユークリッドの互除法を理解し、二つの整数の最大公約数を求めることができる。 

    ○ 二元一次不定方程式の解の意味を理解し、その解を求めることができる。 

  イ 思考力、判断力、表現力等 

    ○ ユークリッドの互除法を、具体例を通してその手順のもつ意味や仕組みを、図と

関連付けて考察することができる。 

    ○ 互いに素であることやユークリッドの互除法を利用し、二元一次不定方程式の解

法を考察することができる。 

  ウ 学びに向かう力、人間性等 

    ○ ユークリッドの互除法を日常生活の事象に活用し、考察しようとする。 

    ○ 二元一次不定方程式の解を求めるために、互いに素であることやユークリッドの

互除法を活用しようとする。 

(5) 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 
・ユークリッドの互除法の手順を理解

し、二つの整数の最大公約数を求める
ことができる。  

・二元一次不定方程式の解の意味につい
て理解し、その解を求めることができ
る。 

・ユークリッドの互除法について、具体
例を通してその手順のもつ意味や仕
組みを、図と関連付けて考察すること
ができる。 

・互いに素であることやユークリッドの
互除法を利用し、二元一次不定方程式
の解法を考察することができる。 

・二元一次不定方程式の解を求めるため
に、互いに素であることやユークリッ
ドの互除法を活用しようとする。 
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(6) 単元の指導と評価の計画（３時間扱い） 

時 
間 

学習活動 
評価の観点 

評価規準（評価方法など） 
ア イ ウ 

第
１
時(

本
時) 

・ユークリッドの互除法を用いて、二つの整数の最大公

約数を求める。 
・ユークリッドの互除法の仕組みを、図と関連付けて考

察する。 
● ●  

・ユークリッドの互除法の手順を理解し、二つの整数の

最大公約数を求めることができる。（プリントの記述） 
・ユークリッドの互除法を、具体例を通してその手順の

もつ意味や仕組みを、図と関連付けて考察することが

できる。（プリントの記述） 

第
２
時 

・互いに素であることを利用し、二元一次不定方程式の
解を求める。 

● ●  

・二元一次不定方程式の解の意味について理解すること
ができる。（ノートの記述） 

・互いに素であることやユークリッドの互除法を利用

し、二元一次不定方程式の解法を考察することができ
る。（ノートの記述） 

第
３
時 

・ユークリッドの互除法を利用し、二元一次不定方程式

の解を求める。 
 ● ● 

・ユークリッドの互除法を利用し、二元一次不定方程式

の解法を考察することができる。（ノートの記述） 
・二元一次不定方程式の解を求めるために、互いに素で

あることやユークリッドの互除法を活用しようとす

る。（ノートの記述、発問） 

(7) 本時（全３時間中の１時間目） 

ア 本時の目標 

（ア）ユークリッドの互除法を利用し、二つの整数の最大公約数を求めることができる。 

（イ）ユークリッドの互除法の仕組みを、図と関連付けて考察することができる。 

イ 仮説に基づく本時のねらい 

（ア）【数学的活動を充実させる授業展開の工夫①②③】 

ルーブリックで見通しをもち、日常の事象を数理的に捉え、数学的に表現・処理す

る問題を解決し、解決過程を振り返って統合的に考察することで、活動が充実する。 

（イ）【学習評価の工夫①②】 

ルーブリックに対応した教材を取り入れることで学習評価が充実する。 

ウ 本時の展開 

時 
間 

学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法 

導
入
５
分 

・前時までの既習内容を確認する。 
○24、90の最大公約数を求める。 
 
 
 
 

 
 

・プリントとワークシートを受け取る。 
 
・個人学習は３分とする。 
T：まずは素因数分解をしてみよう。 
・振り返りシートを返却してもらい、本
時の目標を確認する。 

 

 
 
 

展
開
30
分 

・課題を把握する。 
 
 
 
 
 
 
〇例題  

56ｍ×72ｍの部屋を正方形のタイルで敷き
詰める。タイルは一辺の長さが長い方が 1㎡
あたりの価格は安くなる。このことから、で
きるだけ大きな正方形で敷き詰めたい。一辺
を何ｍにすればよいか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・個人学習10分、ペア学習10分、グル
ープ学習10分とする。 

・粘り強く考えさせるため、教具やヒン
トを順番に出していく。 

T：56㎝×72㎝の用紙を一人に１枚配布
する。 

T：８と16の公約数を求めることは「長
さ８×16の長方形を、隙間なくきれ
いに埋められる正方形の一辺の長さ
を求めること」と同じである。 

T：図と関連付けて考えてみよう。 

 

【学習評価の工夫①】 ルーブリックを記載した振り返りシートを配布し生徒に意識付けを行う。 

 

【授業展開の工夫②】  個人学習を受けたグループ学習等で、自分の考えと他の人の考えを共有・比較する。 

 

【授業展開の工夫①③】 「問題発見・解決の過程」のサイクルが回るような課題を提示する。 

            評価問題を生徒に掲示する。 
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・解答を確認する。 

T：８ｍ×16ｍ、16ｍ×56ｍの場合、 
一辺は何ｍになるか。 

・図と関連付けて説明できている生徒
がいれば、発表してもらう。 

・生徒が式と図を関連付けて考えやす
いように、ＩＣＴ機器を活用し、色分
けして正方形で分けていく。 

 

ま
と
め
15
分 

〇確認問題 を解く。 
確認問題  
次の二つの整数の最大公約数を求めよ。 
さらに、計算過程について図を用いて説明せよ。 
(1) 187と68  (2) 391と299 

 
 
 
 
・解答を確認する。 
 
 
 
 
 
・振り返りシートとワークシートに、本時の理解
度や達成度を記入する。 

・個人学習10分とする。 
 

 
 
T：それぞれの割り算は、一辺がいくつ

の正方形ができて、余りはいくつに
なっているかな。 

T：まずは一辺がいくつの正方形ができ
そうかな。 

・生徒が式と図を関連付けて考えや
すいように、ＩＣＴ機器を活用し、色
分けして正方形で分けていく。 

 
 
 
・ユークリッドの互除法を用いて、最大
公約数を求めることができ、図を用い
て説明もできていれば、本時の目標が
達成できたと伝える。 

イ ユークリッドの互除
法を、具体例を通して
その手順のもつ意味
や仕組みを、図と関連
付けて考察すること
ができる。（プリント
の記述） 

ア ユークリッドの互除
法の手順を理解し、二
つの整数の最大公約
数を求めることがで
きる。（プリントの記
述） 

 
 
 

(8) 本時の振り返り 

ア 具体的方策 【数学的活動を充実させる授業展開の工夫①②③】 

【学習評価の工夫①②】 

本時では、ユークリッドの互除法を計算だけで終わらせず、計算過程の意味を具体的な

事象と関連付けて授業を展開した。まずは 56cm×72cm の用紙を教具として与え、その次

にヒントを与えるなど、生徒が粘り強く考え、生徒たちだけで答えを求めさせた。 

イ 生徒の取組 

個人解決では、教具を操作したり、実験して考えさせることによって、粘り強く試行錯

誤しながら問題に取り組んでいた。56m 四方の正方形に気付くなど、ポイントになる考え

に気付いた生徒に発表してもらうことによって、教具を使って確かめる生徒やプリントに

計算過程やその説明を記入する生徒が増え始めた。さらに、ＩＣＴ機器を活用し、視覚的

に計算過程を示したことで、最後の確認問題では、正解できた上、図を用いて説明するこ

ともできた生徒が９割、残りの生徒も最大公約数を求めることはできていた。 

(9) 成果と課題 

教具を操作したり、実験して考えさせる活動を取り入れるとともに、教員がファシリテー

ターとして生徒の発言や気付きをクラス全体に共有し、それらを足し合わせ、思考の過程を

積み上げて進めることで、「主体的・対話的な学び」が実現できたと考える。中には、すぐ

に答えが分かってしまう生徒がいる一方で、それが最大公約数なのか分からない生徒もいた

ので、互除法の原理について対話的な活動を充実させ、互いに確認させる必要があった。 

 ルーブリック評価に対応した確認問題を生徒に提示することによって、生徒は本時の目

標を明確に把握することができ、９割の生徒が正答であった。また、教員による評価もそ

の場で即座に行うことができた。今後については、確認問題の難易度が評価問題として妥

当なのか引き続き検証するとともに、生徒による評価と教員による評価とが乖離せず、適

切に評価できるルーブリック作りが課題である。 

【学習評価の工夫②】授業の最後に振り返りシートを記入させ自己評価を行わせる。 
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５ ルーブリック 

検証授業Ⅰ 

観点 ルーブリック 

知識 
・ 

技能 

複素数と二次方程式について基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。 

複素数と二次方程式において、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けている。 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 
・理解し、説明できる。 

・応用できる。 

・理解する。 

・表現・処理することができる。 

・部分的に理解する。 

・部分的に処理することができ

る。 

・理解が十分ではない。 

・処理が十分ではない。 

思考 
・ 

判断 
・ 

表現 

複素数と二次方程式において、数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察す

る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

・考察し、応用できる ・考察し、表現することができる。 ・部分的に考察し、表現できる。 ・考察が十分ではない。 

主体的に 
学習に取り
組む態度 

複素数と二次方程式において数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしよう

としている。 

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとしたりしている。 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

・根拠に基づいて判断し、応用

できる。 

・評価・改善をすることができ

る。 

・根拠に基づいて判断すること

ができる。 

・評価または改善をすることが

できる。 

・根拠に基づいて部分的に判断

することができる。 

・評価または改善を部分的にす

ることができる。 

・根拠に基づいて、判断すること

が十分ではない。。 

・評価や改善が十分ではない。 

検証授業Ⅱ 

観点 ルーブリック 

知識 
・ 

技能 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 
・三角比の意味を説明できる。 

・三角比の関係式を利用して式

を変形することができる。 

・三角比の意味を理解している。 

・三角比の値から他の値を求める

ことができる。 

・三角比の定義を理解している。 

・角度から三角比の値を求める

ことができる。 

・三角比の定義の理解が十分で

はない。 

・角度から三角比の値を部分的

に求めることができる。 

思考 
・ 

判断 
・ 

表現 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

・さらに拡張した関係式を図

から導くことができる。 

・図や言葉を用いて説明する

ことができる。 

・180°までの関係式を図から導

くことができる。 

・式とともに最低限の根拠を書く

ことができる。 

・鋭角についての関係式を図から

導くことができる。 

・式を羅列して解答している。 

・図を利用して一部の関係式を

導くことができる 

・計算過程を部分的に記入する

ことができる。 

主体的に 
学習に取り
組む態度 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

・解法を評価し、新たな問いを

もつことができる。 

・粘り強く解き、解法の良さを評

価することができる。 

・問題を粘り強く解決すること

ができる。 

・問題を粘り強く解決しようと

している。 

検証授業Ⅲ 

観点 ルーブリック 

知識 
・ 

技能 

整数の性質について基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。 

整数の性質において、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けている。 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

・理解し、説明できる。 

・応用できる。 

・理解できる。 

・表現・処理することができる。 

・部分的に理解できる。 

・部分的に処理することができ

る。 

・理解が十分ではない。 

・処理が十分ではない。。 

思考 
・ 

判断 
・ 

表現 

整数の性質において、数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数

学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

・考察し、応用できる。 ・考察し、表現することができる。 ・部分的に考察し、表現できる。 ・考察が十分ではない。。 

主体的に 
学習に取り
組む態度 

整数の性質において数学のよさを認識し積極的に数学を活用したり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしている。 

問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとしたりしている。 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

・根拠に基づいて判断し、応用

できる。 

・評価・改善できる。 

・根拠に基づいて判断できる。 

・評価または改善できる。 

・根拠に基づいて部分的に判断で

きる。 

・少し評価または改善できる。 

・根拠に基づいて、判断すること

が十分ではない。。 

・評価や改善が十分ではない。 

 

生徒が記入した振り返りシート、小テスト、アンケート調査を分析し、研究構想図の仮説に

基づき、以下の視点で考察をする。 

 

Ⅵ 研究の成果 
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①生徒が学習を見通し振り返る場面を設けることで、数学的活動が充実し、主体的・対話的

で深い学びを実現できたか。 

②生徒の育成すべき資質・能力を可視化できるルーブリックを作成することができたか。 

 

１ アンケートについて 

  研究構想図の仮説の検証を意図して、授業を実施した。部員の所属校８校の生徒を対象に、

授業に対する意識調査（質問１～４）を検証前（９月）と検証後（11 月）に実施し、ルーブ

リックを用いた振り返りシートの活用方法についてのアンケート調査（質問５）を検証後（11

月）に実施した。 

 

＜検証後に実施したアンケート＞ 

質問５ ルーブリックをどのように活用しましたか？（複数回答可） 

 

 

２ 分析結果 

質問１の結果では、「よくあてはまる」の項目が 7.8 ポイント増えている。授業の導入で

ルーブリックを用いて本時の目標と各段階の達成基準の確認し、ルーブリックに対応した確

認問題を生徒に提示することによって、生徒は本時の目標を明確に把握することができたと

考えられる。しかし、質問２の結果は横ばいで、目標の確認だけでは筋道を立てて問題を解

こうとする態度の変容までには至っておらず、「主体的な学び」は十分とは言えなかった。

質問３の結果は、学習内容の振り返えようとする生徒の割合が高くなり、振り返りシートを

用いて自己評価をする場面を設けることで、意識して授業内容を振り返る機会を与えること

＜検証前後に実施したアンケート＞ 

質問１ 授業の目標を理解していますか？ 質問２ 筋道を立てて問題を解こうとしていますか？ 

質問３ 授業の振り返りをしていますか？ 質問４ 授業の内容について疑問はわきますか？ 
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ができたといえる。質問４は、数学的な活動を通して新たな疑問をもつなどの「深い学び」

が実現できているかを確認する質問であるが、振り返りシートに記入することで学習内容を

再度整理することにつながり、新たな疑問をもつ者も多少ではあるが増加した。その結果、

生徒が振り返りシートに書いた疑問を次時の授業で取り上げることができた場面もあった。

質問５の結果から、生徒がルーブリックをどのように捉えているかについて、８割以上の生

徒が学習の振り返りや目標の確認に活用しているなどと回答しており、資質・能力を向上さ

せるツールとして有効であることが分かった。 

本研究では、新学習指導要領の評価項目に基づき、生徒の育成すべき資質・能力を可視化

できるルーブリックの作成、活用を試みた。検討過程において、生徒の学びの質を再検討す

ることになり、今後必要となる学習状況の観点別評価を考える上での有意義な研究となった。 

 

Ⅶ 今後の課題 

１点目は、数学的活動と「主体的・対話的で深い学び」の関係である。各検証授業後には思

考・態度が変容し新たな疑問をもったり、操作や実験の活動を通してよりよい方法を見いだす

など「深い学び」が見られたが、アンケートの質問１及び２から、目的意識をもった主体的な

活動の充実のためには、「算数・数学の問題発見・解決の過程」の【数学の世界】での活動が

中心になりがちなところを改善し、【現実の世界】に関する事象を扱ったり、言語活動がより

充実する「深く考えさせる課題」を検討する必要がある。 

２点目は、振り返りシートの活用方法と構成である。活用方法についてであるが、アンケー

トの質問５で、振り返りシートを「活用しなかった」と回答した理由として、「面倒だった」

という意見が非常に多かった。生徒にとって、より自然に主体的な学びにつながる活用方法を

検討していく必要である。次に、構成であるが、どのように活用すればよいか理解できない生

徒もおり、ＩＣＴを活用して視覚的に記入箇所を示す等の工夫をするとともに、ルーブリック

の内容を確認することによって、目的意識をもって学習するように根気強く指導する必要もある。 

３点目は、ルーブリックの内容である。本研究では汎用性を考慮し単元を通して使用できる

ルーブリックを作成したが、生徒にとってはこれから学習する内容が書かれているため理解が

難しいところがあった。また、ルーブリックに記載されている各段階の評価基準の捉え方に個

人差があるため、教員側から見ると同程度の達成度でも、生徒によって自己評価が大きく変わ

ってしまう現象がみられた。今後は、ルーブリックの各段階に対応した課題を提示することで、

生徒は「次はＳレベルの問題を解けるようになろう」など、生徒にとって毎回の授業の目標が

明確になる評価基準の示し方を検討するとともに、小テストの結果等から評価を即座に判断す

ることで時間短縮を図るなど、ルーブリック評価の活用について継続的に検討する必要がある。 

今後も、数学的活動を通して「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るように、継続的に

授業改善に取り組む必要がある。今後求められる学習評価については、教員の勤務負担軽減を

考慮しながら、学習評価の妥当性や信頼性が高められるように、評価規準や評価方法について

事前に校内で検討し明確化することや評価に関する実践事例を蓄積し共有したり、評価結果の

検討等を通じて評価に関する教員の力量の向上を図るなど、学校として組織的・計画的な取組

を行っていく必要があると考える。
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